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べられる。以下の第 I 部と第 E部では、日蓮における宗教的諸自覚の形成過程に関する問題が、時間軸
に沿って取り上げられる。筆者は、日蓮における最大の思想的転換点を佐渡流罪と捉える通説を踏まえ
つつ、その転換内容を際だたせる意味から「第 I 部『爾前J の日蓮」において、佐渡流罪以前の日蓮の
思想や宗教的自覚について検討する。その中では、法華教至上主義者と評される日蓮について、その質
が伊豆流罪を経ることで相対的立場から絶対的立場へと転換したことなど、多様な展開があったことが
論証される。「第 E部『魂晩J からの『再生J 、そして『超越』へJ においては、流罪地佐渡における日
蓮の画期的な「発見」、つまり『法華経』の文底における「仏の御心」そのものである「一念三千」世
界と、自己という存在が過去遠々劫以来抱え込んできた「誇法罪」の「発見」に留意される。そしてこ
の二つの「発見」を経て「魂暁」からの「再生」を果たし、身延に入って以降は、「仏の智慧」を得た「智
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人」として、仏と同じ高みに立ちつつ日本を救いへと導こうとする、いわゆる「師」の自覚を抱くに至っ
た過程が論証される。最後の第E部「一念三千の成仏」では、本論文の二つ目のテーマである日蓮にお
ける「救済」の諸相が、「即身成仏J I霊山往詣J I女人成仏」を手がかりに論じられる。これらの場面
が何れも「一念三千の成仏」に帰結することが明らかにされ、併せて日蓮の救済論の中核に位置する
「一念三千の成仏」の形成過程が丁寧に論じられる。さらに参考論文「日蓮研究史管見」が博士論文別
冊としてまとめられており、近世以降のこれまでの日蓮研究の流れを「歴史学的・思想史学的日蓮研
究J I宗学的日蓮研究J I宗教学・倫理学等、その他の分野の日蓮研究」といった方向から整理・検討し、
最後に「日蓮遺文の文献学的研究とその成果」がまとめられる。
以上見てきたように、本論文で独自な視角から指摘されてきた知見は示唆に富み、その成果は、別冊
の研究史の整理とともに広く斯学の発展に大きな寄与をなすことは間違いない。
よって本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに充分な資格を有するものと認められる。
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